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satelliteはその例として興味深い｡
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磁 場 中 の 3He
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次のような問題点を,整理 してReviewした｡

第 1は,Al相についてで,この相は,磁場の存在により現われ,spin-pairingが唯ひ

とつの状態 しかとれない相であると,考えられているが,その状態が ｢up-spin-pairing｣

か. ｢down-spin-pairing｣か,という問題である｡

いわゆるweak-coupling理論である_Am begaokar-Mermin1)の議論によれば,磁場によ

り状態密度が変化したことを考慮することで,先に現われるAl相では｢up-spin-pairing｣

が起こることが示されて,次のような式で転移温度が与えられる｡

Tc(a) - W｡expト
vN(EF+OTH)

(1)

ここで, Oはup,down,に対応 して+1,11をとる. spin-nuctuationの効果を取 り入

れた,Brinkman-Serene-An de,son2)たちの議論でも,本質的にはweak-couplingの理論であ

りAl相が, ｢upISPin-pairing｣ となることは変わらないo

ところが, Levin3)によると,相互作用が磁場による ((1)式でⅤ-VaQi))とし

て,spin-fluctuationの効果を含めたダイヤグラムを考え,ギャップ方程式より,T｡ を

表わす式を(1)の形で求めようとすると, ｢down-spin-pairing｣が始めに現われるという
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磁場中の 3He

のである｡ 相互作用が,場に依存 しないはずはないが,Levinの用いている近似の正当

性を調べる意味でも,又 Al相がどちらの状態をとっているかという本来の意味でも,

実験が待たれるところである｡

その1つの方法として,Maki4)

により指摘されたmagnetosonic

waveの測定をすることがある｡

第2は,B相についてで,よく

図に示されるように,B相には臨

界磁場が存在することが予想され

るが,その評価と,㌔ B の磁場

依存性にっいての問題である｡

実& 5)では,TABの磁場依存性が

あまり注意して測定されていない

P(圧力):一定

ようで (T-1moK,H～4･5KG程度まで ),粗 く外挿すると,Hc～7･5KG程度 にな

りそうである｡

理論的6)にも,TABの様子は,詳 しい議論がない0 3Heが,β-1のtripletpairing

であるだけに,超伝導の場合と違い,新しい相の出現も十分予想されて,複雑なのであ

る｡そこで SPin-fluctuation効果や磁場によるdepairing効果等を無視 した,非常に粗い

近似として,H｡を評価すると次のようになる｡A相はABM状態,B相はBW 状態

で記述できると仮定して,T-OoKでのnormalとの差の自由エネルギーを,それぞれ

FA,FB とすると･

1

FA-一首 N(0)△まBM

F｡-与△xH2-をN(0)△孟W
2

△x = xN一 KB～ す XN

FA-FB より, Hc～～9KGとなるO

今後,詳 しい議論と,実験的予想が,どれほどの一致をするかということが,β-1

のtripletpairingの正当性を確かめる上で役に立っはずである｡
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輸送現象 (粘性係数について)

;東大 ･理 小 野 義 正

輸送現象のうち理論的にも実験的にもよくわかって来た粘性係数につき解説をする｡

3Heの超流動は p一波のクーパ

一対からできているので,秩序

変数はベクトルになりまた非等

方性があらわれる｡

(1) 実 験

実験は3ヶ所で行なわれた｡

(i)HelsinkiGroupl)2)(ii)La

JollaGroup3)¢ii)Manchester

Group4)である｡簡単に方法と

結果を説明する｡HelsinkiGroup

は融解曲線上でVibratingst血g

viscometerを用いて pnとりnを
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